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【目的】

不妊症の原因大きく分けると，卵巣由来，卵管由来，子宮由来，免疫因子，男性因子の５つに

分類される。患者の自律神経調整機能，バイタルの安定，適度な活動量は，５因子の改善と A R
T医療のサポートになると考えた。

【方法】

対象期間は，2016年 6月から 2019年１月間に，継続 10回以上通院した患者 50名を対象とし

た。（図１）

鍼灸介入は医学博士西條一止先生「臨床鍼灸治療学」を参考に行い，三陰交という経穴のみユ

ニコ製１番鍼を使用して調整を行った。

評価は自律神経診機 TAS９VIEWとオムロン社製バイタルモニターを使用して，治療前，治療

後の安静仰臥位 5分経過後に測定した。

今回は生殖器に器質的に異常なしと医師に診断された方に限定した

（図１）

【結果】

１、交感神経（LF）副交感神経（HF）バランス（LF/HF）の測定値のうち，バランスの値 2.0
未満が「基準値」，2.0以上 5.0未満が「注意」，5.0以上が「要注意」となる。

２、SDNN 50msec 以下の郡では，100msec以上の群と比べて心疾患発症リスクは 5.3倍とな

る。

上記１，２は自律神経測定の際の参考値になる。

L F（交感神経数値）優位群３４症例（平均値記載）



H F（副交感神経数値）優位群１６症例 （平均値記載）

【考察】

上記結果から，鍼灸介入により L F（交感神経数値）H F（副交感神経数値）優位群の数値が，

（LF/HF）が 1.0の近似値になった。また SDNN(自律神経活動度)は共に向上した。伴いバイタル

に関しては，呼吸数，心拍数共に低下した。すなわち血液量 Vと換気ガスQがそれぞれ上昇して

いることになる。上記は循環生理に基づくとミトコンドリアにて A T P産生が活発になる状態で

ある。（ワッサーマンの歯車理論）結果として，鍼灸は器質的に異常がない，機能的な問題を抱

える感謝のサポートにはなる。しかしながら大切なことは患者自身が間違ったセルフケアをして

いないかの確認作業である。私たちは患者ひとり一人の I C F分類を作成する。心身機能，活動

などといった目の前の不安要素だけでなく，参加や環境因子に特にフォーカスしてアドバイスを

行う。その際に活用されるのが自律神経測定とバイタル数値である。（図４）

図４）自律神経測定結果と活動量評価に基づいたアドバイス



上記（図４）について，厚生労働省の「健康日本 21」では，仕事動作なども含めて，週２３エ

クササイズが好ましいとされている。その際に自律神経測定の結果を参考にして，活動する際の

心拍数や項目にも留意したい。さらに（図４）にリラクセーションとエキサイトメントとあるが，

それはA D L，I A D L等の，お風呂の入り方，普段聴く音楽，喋る速度，アロマ，食事内容など

を，カウンセリングしたのちに，国家資格者養成課程で得た知識の範疇で，スクリーニングを行

い，患者自身が今後変更した方が良いと判断した内容をアドバイスする。

その際には必ずN L P（神経言語プログラミング）のリフレーミングなどを使用する。また 2018
年より弊社ではリハビリノートを作成しており，デマンドとニーズのマッチも行うようにしてい

る。さらに必要に応じて提携クリニックにて血液生化学検査にて，T P，A L P，H bの数値を参

考にすることがある。上記はリハビリテーション介入の際の耐久性の指標として使用されるから

である。


